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はじめに
本研究の目的は，ある特別な配慮を要する子がクラス
の中で受け入れられ仲間関係を築いていった実践につい
て，聞き取り記録を通してたどりながら，そのプロセス
における諸配慮および保育者の意識について考察を行い，
その子や周囲の子たちの変容に関わる要因について探る
ことである。
保育では元々，一人ひとりの発達過程や個人差に留意
しながら展開される。幼稚園教育要領，保育所保育指針，
幼保連携型認定こども園教育・保育要領では，それぞれ
以下のように述べられている。
「幼児の発達は，心身の諸側面が相互に関連し合い，
多様な経過をたどって成し遂げられていくものであるこ
と，また，幼児の生活経験がそれぞれ異なることなどを
考慮して，幼児一人一人の特性に応じ，発達の課題に即
した指導を行うようにすること」1）
「子どもの発達について理解し，一人一人の発達過程
に応じて保育すること。その際，子どもの個人差に十分
配慮すること。」2）
「乳幼児期における発達は，心身の諸側面が相互に関
連し合い，多様な経過をたどって成し遂げられていくも
のであること，また，園児の生活経験がそれぞれ異なる
ことなどを考慮して，園児一人一人の特性や発達の過程
に応じ発達の課題に即した指導を行うようにすること」3）
上記の内容は，障害の有無にかかわらず一人一人の子
どもについて保障されると理解される。
一方，障害のある子を取り巻く状況としては，2014年
に障害者権利条約が我が国でも批准され，2016年には障
害者差別解消法が施行されたことは公知のことである。
教育分野では，障害の有無にかかわらず「共に学ぶ」場
やそのために必要な諸配慮について，今後はいっそう精
査していく必要がある。
しかしながら，すべての保育現場で，これらの原理や
方向性に沿い，多様性を前提として保育が展開されてい
るとは言い難い。保育においては，近年，いわゆる「気
になる子」の話題が多くのぼっている。大河内・田高
（2014）は，保健・医療・保育・教育における「気になる子」
の概念がどのように認識されてきたのかについて各分野
の論文を通して概観する中で，特に保育の分野では1990
年代から現在に至るまで，「気になる子」の先行要件と
して，保育者の子どもに対する見方や子ども観が取り上
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げられていることを指摘している4）。すなわち，「気に
なる子」の問題は，子どものみに起因するものではなく，
「気にする」保育者や園が，どのような見方や考え方に
基づき，どこに着目しているのかについて，十分検討さ
れる必要があることを示している。
浜谷（2013）は，保育現場の子どもの姿が多様化して
いるなかで，園そのものが多様な支援ニーズを持つ子ど
もが生活する場であり，障害のある子は特別なニーズを
持つ一人であるという，インクルージョンの視点に立つ
ことが求められているとしている5）。また，インクルー
ジョンの成否は，対象児と関係を持つ子どもの問題で
あり，どのように排除やインクルージョンになるのかを，
子ども同士及び保育者と子どもの関係，保育活動や環境
との関係のダイナミズムから読み解く必要があるとし，
排除する子どもと集団の状態・変化を分析した5）。しか
し，子どもどうしの関係もまた多様であり，必ずしも特
別な配慮を要する子が他児から排除されている状態から
スタートするとは限らない。本研究では，あるきっかけ
で特別な配慮を要する子自身が，クラス集団から距離を
置いた状態から，クラスの特に他の年長児にとって欠か
せない存在となった過程とそこにかかわる保育者の取り
組みについて分析を行う。
本研究の方法
本研究では，以下に示す筆者の観察記録およびインタ
ビュー記録，保育者自身の回想記録を元に，子どもどう
しの関係性の変容過程を描き，その要因について考察を
行う。
観察期間：平成Ｘ年 4 月～平成（Ｘ+ 1 ）年 3 月
観察先：Ｚ市内公立Ｙ保育所
※Ｚ市では， 3 歳以上の子どもについて，クラスを縦割
りで編成している。障害のある子の入所は，程度にか
かわらず「集団保育が可能で日々通所できる児童」と
され，必要に応じて加配が付く。日々の保育は，縦割
りでの生活を基盤としながら，時期や状況に応じて年
齢別の活動を用意している。Y保育所は 3 歳以上児ク
ラスが 5 クラスあったこともあり，自由遊びの時間に
は，子どもたちがクラス間を行き来しながら，自分の
好きな遊びを見つける様子が多く観察された。
資料と分析方法：
⑴　筆者による参観およびインフォーマルなインタビュー
資料
筆者が，保育および子どもたちの様子を参観し，その
日に得られたエピソードや担当保育者へのインフォーマ
ルなインタビュー内容を簡単なメモにとり，後日パソコ
ンにて清書した。その内容について，後日，担当保育者
に確認を取り，事実確認を行った。
⑵　保育者自身による当時の回想メモ
担当保育者（Ｑ先生）は，日々の保育を簡単なメモに
記しており，メモに基づき当時，クラスに在籍していた
特別な配慮を要するＡ児の食事場面を中心とした保育を
回想した記録を提供してもらった。Ａ児は，軽度の精神
発達遅滞の診断を受けており，Ｘ年 4 月に年長となった。
⑶　分析方法
資料⑴⑵について，筆者の見立てと担当保育者との
コメントをすり合わせ，①Ａ児から見た他児とその関係
性，②他児から見たＡ児との関係性として想定されるも
のを抽出した。また，担当保育者からのインタビュー内
容に基づき，③保育者の思いと具体的配慮について記載
した。
倫理的配慮
本研究に際する個人情報の取扱いについては，施設長
ならびに担当保育者の同意・了解を得て，必要な配慮を
行った。
結果と考察
1．子どもどうしの関係性の変容過程
得られた記録について，①Ａ児から見た他児とその関
係性，②他児から見たＡ児とその関係性，③保育者の思
いと具体的配慮に分けて記述する。
1 ）第 1期：Ａ児の不安に寄り添い安心を模索する段階
4 月当初から夏ごろまでは，以下のような様相が見ら
れた。
①周囲の子を誰一人として名前ある個人としては認識せ
ず，関わりもみられなかった。
②Ａ児を友だちとして認識している様子は見られず，関
わりもみられなかった。
③Ａ児がクラスで安心して過ごすこと，食事を楽しく取
ることを第一に考え，無理に「（他児と）一緒の行動」
を求めるのではなく，Ａ児が今，「これならできる」
「やってみよう」と思えることは何かを本人と相談し
ながら模索した。
〈Ｘ年 4 月〉
4 月当初，クラス替えや進級などでクラス全体が落ち
着かない様子だった。クラスには，年長のＡ児の他年中
のＳ児，Ｔ児が障害認定を受けていたため，Ｐ先生とＱ
先生の 2 名体制で担当していた。 4 月当初～ 5 月にかけ
ては，Ｓ児が，部屋が変わったため入室できない状態で
あったため，Ｑ先生はそこに関わることが多かった。一
方，Ａ児は，時折，部屋の音に対して「うるさい！」と
叫びながら廊下等へ出るときもあったが，自由遊びでは，
自分のペースで好きな積み木や粘土などをしたり，所庭
ではブランコに乗ったりして過ごしていた。また，食事
も指定された席で取っていた。
Ｑ先生には前クラスからの継続で担任だったこともあ
り，自分から話しかけてきたり，スキンシップを取ろう
としてきたり，笑顔を見せてくれたりしていた。一方で，
クラスの友だちとは関わることがなく，「お兄さん」「お
姉さん」と呼んでいた。
〈Ｘ年 6 月〉
食事時の席替えを行った。すると，Ａ児は決めた席に
Ｐ先生やＱ先生がいくら声をかけても座ろうとしなかっ
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た。そのため，部屋の中で食べられるのであればそれで
よしと考え，無理に自分の席に誘うことはせず，Ｑ先生
とＡ児とで相談し，ドアの一番近くの少し他からは離れ
た場所にミニテーブルを置き，ドアに向けて席を設け，
そこにＡ児が一人で食事をすることにした。
〈Ｘ年 7 月〉
食事は，ミニテーブルに一人で食べることが多かった
が，Ｑ先生と食べるとＡ児が笑顔を見せることが多かっ
たため， 2 人で食べることが増えた。また，食事の支度
をＱ先生と一緒に行い，「 1 番」に食べ始めるようにし
たところ，次第に一人でもテキパキと丁寧に支度をする
ようになった。また，食事を心待ちにする姿もみられる
ようになってきた。
2 ）第 2期：互いを意識し，接面が生まれる段階
①信頼するＱ先生からクラス全体の前で作品を褒められ
ることで，嬉しさを感じた。他児からの関わりを受け
入れることは可能になった。
②まずはＡ児の作品の精巧さに興味・関心を持ったが，
次第にＡ児自身に関心を寄せるようになった。
③Ａ児の得意な部分をクラス全体に紹介していきながら，
他児がＡ児を知るきっかけを作っていった。また，他
児がＡ児と関わりたいという気持ちに対して，Ａ児が
築いてきた生活の流れを崩さないようにも配慮した。
〈Ｘ年10月〉
Ａ児の作ったブロックや積み木の先品は，飛行機のエ
ンジンやタイヤなど，細かいところまで表現されており，
他児も目を見張るものだったため，ホームルームの時間
などクラス全体に話をする場で，Ａ児の作品を紹介して
いくようにした。
少しずつ周囲の子どもたちがＡ児に「これは，どうやっ
て作ったの？」「Ａくんあそぼうよ！」などと声をかけ
られることが増えた。
〈Ｘ年11月〉
周囲の子どもたちから，「Ａくんと一緒に食べたい」
という声が上がるようになったため，Ａ児が座っていた
ミニテーブルで友だち 2 名くらいと一緒に食べるように
なった。
3 ）第 3期：友だちとしての関係を構築し，その関わり
の中で互いに楽しむ段階
①年長の子どもたち一人ひとりを個別に認識し，自分か
らも関わりを持ち，友だちとの関係性により，充実感
や達成感を覚えるようになった。
②友だちとしてＡ児を認識し，一緒にいて楽しい相手と
して関わりを持つようになった。
③Ａ児の生活を崩さないようにしつつ，そこに他児を無
理なく巻き込めるようにした。友だちとしての関係が
築けたあとは，その様子を見守りつつ，Ａ児が肯定感
を持ちながら生活を送れるように配慮した。
〈Ｘ年12月〉
12月ごろになると，Ａ児が友だちを名前で呼ぶように
なった。Ａ児の変化を感じていたＱ先生は，12月下旬
の食事の時間に，「ピンポンパンポン！お知らせします。
今日から，Ａくんのテーブルをここにしました。今から
年長さん 2 名をご招待したいと思います。」と，ミニテー
ブルを部屋の中へ移動させたのち，事前にＡ児と相談し
て決めていた年長児 2 名の名前を呼び，Ａ児を挟み 2 人
が座れるようにセッティングした。呼ばれた 2 人は笑顔
を見せながら支度をして座っていたテーブルから移動を
し，指定された席に座り，Ａ児を含めて 3 人は笑顔で会
話をしながら食事を取った。
〈（Ｘ＋ 1 ）年 1 月①〉
Ａ児のミニテーブルは，その後，年長がじゃんけんを
して取り合うような日もあった。年長は，Ａ児を含めて
7 人のため，Ａ児を除いた 6 人で相談して 2 つの組み合
わせを考え，それぞれ昼食とおやつに分けて席に座って
いた。
Ａ児は，友だちと一緒におかわりをもらいに行くこと
を楽しみに，食べ終わっても友だちのことを待つ姿まで
見られるようになった。
〈（Ｘ＋ 1 ）年 1 月②〉
大雪が降った 4 日後，Ａ児とＢ児は，雪を集めたたら
いを所庭のすべり台の奥に運ぶことを決めて運んだ。運
んだあとも，スコップを使い， 2 人でさらに雪を積み上
げた。それを見ていた他の年長児も活動に加わり，最終
的には12人になった。途中，Ａ児に「少し土が混じった
けど，いいかな」と確認する子が出て，Ａ児が「うーん，
ダメだな」などと言って指示している様子もみられたた
め，Ｑ先生が「Ａくん，隊長だね」と声をかけた。時間
になったときＱ先生が「隊長，ではみんなをホールへ連
れて行ってください！」と言うと「了解」とＢ児を除い
てみんなホールへ向かった。Ｂ児だけはみんなが行った
あともなかなかその場を離れなかったため，Ｑ先生が訳
を聞くと「誰かにつぶされちゃうかもしれない」と答え
た。そのため，Ｑ先生とＢ児でＡ児に相談し，事務室で
見てもらおうということになり， 3 人で事務室へ相談に
行くと，主任先生より「紙に書いたら？」と提案を受け
る。そこで紙に「はいらないで」と書くことにしたが，
Ａ児のわからない文字をＣ児が書くなど結果的に年長全
員で仕上げることとなった。書き終わると，Ａ児，Ｂ児，
Ｑ先生とで，たらいへ行き，紙を立て，記念撮影をした。
その後も，Ａ児，Ｂ児，Ｄ児の 3 人だけで，ゲームなど
して過ごしていた。
2 ．関係性の変容要因に関する分析
1）第 1期についての分析
（Ａ児がクラスの中でより安心して過ごせることを模索
する時期）
Ａ児は進級当初，相手を認識できていないクラスの中
で過ごすことに，顕著な行動としては表れていなかった
ものの，本人なりに不安を抱きそれが蓄積されていたと
考えられる。蓄積された不安が， 6 月の席替えで指定さ
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れた席に座れないという形で表面化する。そのとき，保
育者は，いわゆるクラスの規範行動に沿わない「指定
された席に座らない」という行動を，「許容する」判断
をした。この判断により，Ａ児なりに蓄積されていた不
安な思いはＱ先生に「受け止め」られたことが，彼の不
安を増大させない要因につながったと考えられる。また，
部屋の中で且つＡ児が「知らない」と認識している他児
からの影響が最小限になる場をＡ児と一緒に考えた。ク
ラス全体から見ると，ひとり離れた場で食事を取る状況
となったが，Ｑ先生自身が一緒に食べるなど，Ａ児が楽
しんで食事を取れる時間になるような配慮をした。他児
は，直接Ａ児とかかわることはないが，Ａ児が食べてい
る空間が，「孤立している」のではなく，「楽しそう」な
ものとして繰り返し映っていたことは，第 2 期に他児が
「一緒に食べたい」と抵抗を感じずに伝えられる要因に
なったと考えられる。
2 ）第 2期についての分析
（他児がＡ児へ関心を向けるきっかけを意識的に作って
いく時期）
「みんなと同じテーブルで食べる」ことには課題があっ
たＡ児だが，Ｑ先生はそこに直接的なアプローチをかけ
るのではなく，Ａ児の得意な面を他児に広めることで彼
の存在を知らせていった。このことにより，他児の目
には「食事場面でみんなと同じテーブルに座らないＡ
児」という姿も映っているが，それと同等もしくはそれ
以上に「ブロックや積み木で上手な作品を作るＡ児」と
いう姿が強く印象付けられたものと考えられる。「どう
やって作ったの？」という他児の質問には，自分では思
いつかなかった，作れなかったものを作ったＡ児に対し
て，率直に感心し，作り方を教えてほしい気持ちが表れ
ている。Ａ児の作る作品に関心を示し，作り方を求めて
関わっていた他児は，次第にＡ児自身へ関心を寄せてい
く。「Ａくん，あそぼうよ！」と遊びに誘ったり，食事
場面でも「一緒に食べたい」と保育者に訴えたりする姿
は関心の表れと考えられる。他児のＡ児と関わりたいと
いう思いに対して，Ｑ先生は，Ａ児を他児に合わせるの
ではなく，Ａ児がクラスで積み上げてきた生活の流れや
やり方に他児を合わせる方法を取った。その方法により，
Ａ児にとって「変化」が最小限に抑えられたことは，他
児を受け入れる要因の一つになったと考えられる。実際，
この時期になると，ミニテーブルで保育者以外の他児を
受け入れ，一緒に食べることが可能になり，Ａ児自身の
楽しみにもつながっている。
3 ）第 3期についての分析
（他児とＡ児とが関わることができる場を作り，関わり
を見守る時期）
この時期では，他児の呼び方が個人名になり，Ａ児自
身が他児を個々に受け入れている。Ｑ先生は，Ａ児の変
化を認識した上で，ミニテーブルを部屋の中央に移動す
るという行為に出た。この時期のＡ児は，友だちとの関
係性の中に居場所を見出していたので，約半年ぶりに，
壁ではなく他児が視界に入る中であっても，拒否するこ
となく，さらには楽しんでその変化を受け入れることが
できたものと考えられる。その後は，互いの関係性の中
で遊びが発展していく様子を見守りつつ，遊びが盛り上
がっていく様子に言葉を添えて，子どもたちがより互い
を意識しあえるようにしている。この働きかけにより，
互いの結びつきはより強力なものになっていったと考え
られる。
総合考察
3 期に分けてＡ児が仲間として受け入れられるプロセ
スを追ったが，その変容に関わる要因について，以下に
考察を行う。
⑴　一人ひとりの安心を第一に考える
子どもは，園での生活を展開する上で安心を基盤にさ
まざまな活動を展開する。それは，障害の有無には関係
しない。本実践でも，子どもの安心を第一に，保育者自
身の許容枠を拡大したり，保育そのものを子どもに合わ
せて柔軟に展開したりしていた。子どもが安心して園で
過ごせていることは，その子の次の意欲につながるもの
となる。また他児にとっては「保育者に受け入れられて
いるその子」の姿を見ることとなり，クラスとして受け
入れやすい土壌が育まれていくと考えられる。
⑵　行動を思いの表現として受け止める
障害のある子やいわゆる気になる子の行動は，時に保
育者の予想を超える場合がある。予想できなかった行動
が繰り広げられたとき，保育者は，自身の予想した方向
に子どもを合わせようとするか，予測できなかった子ど
もの行動に自分を合わせるかなど，その対応への判断を
迫られる。本実践では，行動は本人の不安の表れとして
捉え，保育がそれに応じる形を取った。見た目は揃わな
くなったが，その後の経過を見てみると，子どもたちは
他児との関係性を築こうとするとき，集団における見た
目にはあまり影響を受けていないことが示唆される。
⑶　その子を取り巻く空間がオープンな雰囲気である
本実践でＡ児を取り巻く空間は，クラス全体から見る
と孤立した場であったが，Ａ児にとっては「保育者に受
け止められ」「自分から意欲的に準備等参加でき」「保育
者と楽しく過ごす」場であったと考えられる。また，Ｑ
先生も，明るい雰囲気でＡ児との食事を取っていた。本
人がその空間を主体的に過ごしている様子や，保育者が
楽しそうに振る舞う姿は，他児にとってその場が排他的
な空間ではなくアクセスしやすいオープンな雰囲気が醸
成されたものと推測される。本実践において，他児から
「一緒に食べたい」と申し出があったり，Ａ児と同じテー
ブルで食べることを拒否するものはおらず喜んで食べて
いたりした様子は，その表れの一端と考えられる。
⑷　その子の多様な面を意図的に他児に伝え，他児が関
わりたいと思う気持ちを育む
本実践において，他児がＡ児に関心をよせたきっかけ
は，Ａ児の作った作品であった。保育者は，他児がＡ児
の作品に関心を寄せていることを感じ取ると，紹介する
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機会を意図的に設けた。紹介されることによりＡ児に
とっては自己肯定感や自信，他児にとっては憧れの存在
としてＡ児が映ることにつながる。浜谷（2013）の論
文でも，活動を媒介として排除的な関係を改善した実践
が取り上げられていたが，本実践においても他児が活動
を媒介としてＡ児自身へ関心を抱き，関係性が変容して
いったプロセスが確認され，保育において他児との関係
づくりや集団づくりを考える際の重要なポイントである
ことが示唆される。
⑸　無理なくつながりあう機会を模索する
本実践では，まず周囲の子どもたちがＡ児と関わりた
いという思いが強くなり，その高まりに伴いＡ児の気持
ちも変化していった様子が読み取れる。Ａ児は，変化に
はあまり強くないという性格も鑑みて，Ａ児の関心も芽
生えてきたものの，他児からの求めに対して，他児をＡ
児の生活パターンに合わせるという方法で応じた。Ａ児
にとっては，自分の生活パターンを基本は変化させず，
また事前の相談もあったことから，負担は最小限にとど
められ，他児を受け入れる気持ちの余裕も生まれたので
はないかと考えられる。一方，他児から見ても，自分た
ちの求めていることがかなうことにより，より充実感
を覚え，その方法について違和感などを覚えることはな
かった様子が読み取れる。
⑹　関わりを見守り，より強力になるよう支える
Ａ児を含めた年長の子どもたちどうしの関係性が構築
されたあとは，保育者はあまり介入せず，子どもたち自
身が遊び込める素材や道具を用意しながら，関わりを見
守っている。見守りながらその状況を言葉で表現してみ
たり，子どもの思いに応じられるように一緒に考えたり
することで，子どもたち同士が自分たちで展開した遊び
に満足感を覚え，次の行動に移れるようにさりげなく支
えている。このような働きかけが繰り返されることによ
り，子どもたち同士が互いのつながりをより強く感じ合
い，「友だち」として認識し，その関係性を支えに遊びを
さらに展開していくことにつながったものと考えられる。
今後の課題
本研究では，参観記録と保育者への聞き取りメモに基
づき，探索的に検討を試みたが，今後はこれらの仮説を
裏付ける実際的な資料や客観的な指標に基づき分析する
ことが必要と考えられる。
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